






〔要約〕精神・運動発達遅延児一例を背臥位から坐位,坐位から背臥位にした時の姿勢およ

び筋活動パターンの発達的変化を検討した。筋緊張先進のない精神・運動発達遅延児の屈

曲位姿勢誘発には坐位から背臥位にする手技が有効である。また筋活動パターンの発達的

変化は正常児と同様に,筋活動の弱い段階から,動筋・拮抗筋の共同活動の段階,そして相反

性活動の段階へと進むことを指摘した。運動発達促進のためにはこの発達的変化を促進す

る治療・訓練手法の適用が求められる。 


